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加古川市は豊かな自然に恵まれるとともに、播磨臨海工業地域の一員としても発展

しています。市域には、約 620箇所もの埋蔵文化財が存在 してお り、当市の長い歴史

を今に伝えています。

平成 15年から平成 17年の間に、市内各地で開発 との調整をはかるため、試掘・確

認調査が実施されました。本書は、国庫補助を受けて実施された「市内遺跡発掘調査事

業」の成果をまとめた概要報告書です。

この報告書が、当市の歴史を理解する上で一助となれば幸いに思います。

最後に、それぞれの発掘調査に際して、ご指導・ ご協力をいただきました兵庫県教

育委員会・加古川市文化財審議委員会・地元の皆様方に深く感謝申し上げます。

平成 19年 3月

加古川市教育長

山 本  勝



例

1.本報告書は、加古川市教育委員会が平成 15年度から平成 17年度まで実施 した、

試掘 。確認調査の概要をまとめた報告書である。調査は国庫補助事業として実施し

た。

2.調査組織は以下のとお りである。

調査主体者 加古川市教育長 山本 勝

調査担当者 加古川市教育委員会 文化財調査研究センター 西川英樹

調査作業員 采野尚子・南良子 。南悦美・小野安夫

遺物整理員 蛭田朱美・加藤朱見

3.本報告書の編集は西川英樹が行った。

4.本報告書における土層の色調は『新版 標準土色帖 1991年版』を参考にした。

5,本書に掲載 した図面 。写真 。遺物等は加古川総合文化センター収蔵庫に保管され

ている。
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調査地一覧表

番号 遺跡名 所在地 調 査 期 間 調査面積 調査原因 調 査 結 果
1 東 加 古 川

駅北側

地 区 試 掘

調査

平 岡町新在 家

1670‐ 1他
平成 15年 9月 3
日～10月 2日

220∬ 区画整理

2 古 代 山 陽

道

平岡町高畑 1‐

1他
平成 15年 10月
15日 ～ 10月 22
日

236� 老人ホー

ム建設

土師器

3 尾 上 構 居

跡

尾 上 町 長 田

173他
平成 16年 1月
20日 ～1月 26
日

174笛 分譲住宅
建設

土師器

須恵器

瓦

4 宗 佐 構 居

跡

八 幡 町 宗 佐

183‐ 2
平成 16年 10月
18日 ～ 10月 21
日

20� 個人住宅

5 溝 之 口遺

跡

加古川町溝 之

日 361‐ 1

平成 16年 3月
15日 ～18日

43だ 個人住宅 弥生土器

土師器

須恵器

木器
6 古 大 内遺

跡

野 口町古大 内

380‐ 2、  378‐ 3

平成 16年 11月
4日

10面 個人住宅

7 尾上遺跡 尾 上 町 安 田

574番地
平成 16年 ■ 月
10日 ～16日

100� 分譲住宅

8 溝 之 日遺

跡

加古川町溝之

日 30‐ 4
平成 16年 12月
21日 ～27日

13コば 個人住宅 土崚・ ピッ

ト

弥生土器

土師器

須恵器
9 石 守 構 居

跡

神 野 町 石 守

910‐ 2
平成 16年 12月
4日

10� 個人住宅

10 西村遺跡 西神吉町 中西

333

月

２８位期
・７

”

成

日

平

２２

日

5� 個人住宅

11 尾 上 構 居

跡

尾 上 町 長 田

422
平成 17年 3月 3
日～10日

10笛 個人住宅 土墳

土師器

須恵器

木片
12 溝 之 日遺

跡

加古川町溝之

日 54番 5
平成 17年 4月 6

日

4� 個人住宅 溝・ピット

弥生土器
土師器

13 今福遺跡 加古 川市尾 上

町今福 352Ⅲ 3、

358‐ 1

平成 17年 4月 4

日～4月 5日
20� 分譲住宅
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14 稲 屋 構 居

跡

加古川町稲 屋

591‐ 3

平成 17年 5月 9

日

6� 個人住宅 土漿

磁器・瓦

15 尾 上 構 居

跡

加古川市尾上

町長田 331‐ 1

平成 17年 6月
29日 ～6月 30
日

8� 個人住宅

16 浜 の 宮 遺

跡

加古川市尾上

町日里 495‐ 4、

495‐ 50

平成 17年 7月 8

日

9∬ 個人住宅

17 溝 之 回遺

跡

加古川町美乃

不lJ 484‐ 5他
平成 17年 8月
25日

4 mi 個人住宅 柱穴

土師器

須恵器

18 神吉城跡 東神吉町神吉

1387‐ 3

平成 17年 9月
22日 ～9月 23
日

7� 個人住宅

19 浜 の 官 遺

跡

尾 上 町 口 里

495‐ 67、  68
平成 17年 9月
30日 ～10月 2
日

4だ 個人住宅

20 加 古 川 城

跡

加古川町本町

308‐ 11、  12
平成 17年 10月
17日

4面 個人住宅

21 溝 之 口遺

跡

加古川町溝之

日 182‐ 1

平成 17年 10月
19日

4� 個人住宅

22 砂部遺跡 東神吉町神吉

197‐ 5

平成 17年 12月
21日

4� 個人住宅

23 美 乃 利 遺

跡

加古川町美乃

利 550
平成 17年 ■ 月
17日

4∬ 個人住宅

24 観 音 寺 城

跡

志方町志方町

720
平成 18年 2月 7

日～2月 9日

10� 庫裏建設 土崚・ ピッ

ト

陶磁器・瓦

須恵器

25 石 守 橋 居

跡

神 野 町 石 守

931‐ 1、  931‐ 3

平成 18年 2月
10日 ～2月 11
日

4面 個人住宅 澪

土師器

須恵器

26 溝 之 口遺

跡

加古川町溝 之

日 41‐ 2、 4
平成 18年 2月
28日 ～3月 2日

4� 個人住宅 溝

弥生土器
土師器

須恵器

27 溝 之 日遺

跡

加古川町溝之

口 50‐ 13、 17
平成 18年 3月 2

日～3月 4日

6∬ 個人住宅 竪穴状遺構

弥生土器

土師器

須恵器

炭化木材

-2-
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尾上構居跡

調 査 地 尾上町長田 173他

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成 16年 1月 20日 ～ 1月 26日

調査概要  尾上構居跡は尾上町長田の長田寺付近が遺構と伝えられ、東西約 180

m、 南北約 190mが 想定範囲となっている。城は微高地上に営まれたと考えられて

いる。想定範囲の北側および東側には、現在も水路が残っており、これが掘跡と推測

されている。城主としては天正頃三木別所方として羽柴秀吉と戦つた加古瀧十郎や尾

上丹波守などが知られている。

今回の発掘調査は東側の武田薬品工業の数地が売却され、分譲住宅が建設されるこ

ととなったため、事前に範囲確認調査を実施した。調査区は北側から第 1ト レンチ、

第 2ト レンチ、第 3ト レンチ、第 4ト レンチとなっている。第 1ト レンチは長さ 2.

6m×  20mで 52�、第 2ト レンチは2mX10mで 20笛、第 3ト レンチは 3

m× 4mで 12だ、第 4ト レンチは 3m× 30mで 90�、合計の調査面積は 174

＼

＼
＼ |
＼
＼
¥

点 決   扶
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面である。

基本層序は、第 1ト レンチでは、第 1層現代盛土層、第 2層旧耕作土層、第 3層青

灰色砂層、第 4層灰色粘質土層、第 5層褐色砂層、第 6層青灰色砂層、第 7層黄褐色

砂層となっていた。第 2ト レンチおよび第 3ト レンチでは第 1層現代盛土層、第 2層

青灰色砂層となっていた。第 4ト レンチは 第 1層現代盛土層、第 2層旧耕作土層、第

3層淡黄色砂質土層、第 4層青灰色砂層、第 5層褐色～灰色粘質土層、第 6層青灰色

砂層、第 7層黄褐色砂層となっていた。

第 1ト レンチ 4層および第 4ト レンチ 5層は粘質土層が堆積し、布目瓦片や須恵器

片などが少量出土した。遺物は摩滅しており、すべて細片であった。遺構はまったく

検出されなかった。遺物は微高地からの流れこみによるものと思われる。これらの層

より下層では遺物は出上しなかった。また、第 2ト レンチおよび第 3ト レンチでは盛

土層が 2.lmと 厚く、それより下は育灰色砂層が堆積するのみであった。ここから

は遺構・遺物ともにまったく検出されなかった。

今回の調査では、尾上構居跡の実態を掴むまでには至らなかった。調査地は想定範

囲の東端付近であるが、遺構は調査地より西側のに広がるのではないかと思われる。

また、奈良時代の須恵器片などが層中より出土しており、今後構居跡以外の遺構の存

在にも注意を要する結果となった。

トレンチ設定位置図

Ｌ
ｌ

]
第 1ト レンチ

「

    ■ 第 3ト レンチ

第 2ト レン

第 4ト レンチ
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宗佐構居跡

調 査 地 加古川市八幡町宗佐 183-2

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 16年 10月 18日 ～平成 16年 10月 21日

調査概要  宗佐構居跡は室町時代の城館跡である。城主は F播諸城交替連綿記』で

は「佐用修理判官刑部少輔教政」らの名前を伝えている。『播州古城蹟集録』では城の規

模を「長五十間横三十間」としている。『播州古城記』は「領主は上原兵庫頭天正の頃別

所長治の幕下也」と伝える。城ノ内の字名が残っている。

現在、宗佐構居跡の遺跡範囲は、住宅が立ち並んでいる。この遺跡について『兵庫

県の中世城館 。荘園遺跡』昭和 57年 兵庫県教育委員会では「土取 りによって遺構は

完全破壊」と記述しているが、市教委としては、今回が初めての調査であったため、個

人住宅建設に伴う小規模な開発行為にともなう調査ではあったが、現状の確認を行う

ための確認調査を実施した。

． 　
　
Ｈ
　
８

―
ゴ 型

~~~市 ~―
― _

-7-



調査は4m× 5m、 20∬の調査区を 1箇所設定して行った。基本層序は第 1層現

代盛土層、第 2層旧耕作土層、第 3層淡黄色砂質土層、第 4層灰色混じり褐色砂層、

第 5層褐色混じり灰色砂層、第 6層褐色混じり灰色粘質砂層、第 7層淡黄色混じり灰

色砂礫層となっていた。

旧耕作土層以下の第 3層から第 7層までは砂層～砂礫層が何層にもわたって厚く堆

積するのみであり、遺構 。遺物はまったく確認されなかった。

調査地点は、宗佐構居跡の範囲でも西側端の一段低くなった場所であり、現在は造

成されているが、もともとは水田であった所である。付近にも砂子田などの字名が残

り、河川の痕跡をしめすような字が多く残っている。この場所においても河川の活動

による堆積層が形成されていたと考えられる。

0- 第 1層現代盛土層

第 2層現代耕作土層

第 3層淡黄色砂質土層

第 4層灰色混じり褐色砂層

第 5層褐色混じり灰色砂層

第 6層黒褐色混じり灰色粘質砂層

第 7層淡黄色混じり灰色砂礫層
90 c na一

「
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尾上遺跡

調 査 地 加古川市尾上町安田574他

調査原因 分譲住宅建設

調査期間 平成 16年 11月 10日 ～平成 16年 11月 16日

調査概要  尾上町安田に所在する尾上遺跡は、弥生時代から古墳時代の遺物散布地
である。調査地の現状は水田で、この場所に分譲住宅が建設されることとなったため、

事前に確認調査を実施することとした。トレンチは、合計 8箇所設定した。調査面積

は 100�である。

調査は 8箇所のトレンチを設定して実施した。トレンチの規模は2.5m× 5mで、
12.5� 、合計で 100∬である。

基本層序は第 1ト レンチでは、第 1層現代耕作土層、第 2層淡黄色混じり灰色砂質

土層、第 3層灰色粘土層、第 4層橙色混じり暗灰色粘土層、第 5層橙色混じり青灰色

粘質砂層となっていた。この地層は第 1ト レンチから第 6ト レンチまでの各 トレンチ

ぺ 彪

＼

＼
＼

ィ
ハ
，…
…

＼
Ｖ
／

＼

↓
〉二
（供 / 11

/
/
/
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においては同様の堆積が続いていた。 '

第 7ト レンチ、第 8ト レンチは第 1層現代耕作土層、第 2層淡黄色混じり灰色砂質

土層、第 3層灰色粘土層、第 4層橙色混じり暗灰色粘土層、第 5層灰色砂混じり粘土

層、第 6層橙色混じり青灰色粘質砂層となっていた。南側のトレンチでは、粘土層の

堆積が厚くなる傾向があった。

第 1ト レンチから第 8ト レンチの第 3層、第 4層では、低地性の灰色～暗灰色粘土

層が緻密に堆積しており、そのため、調査区内は水はけが悪く、晴天時でも絶えずね

かるんでいるような状態であった。遺物は表層に須恵器の細片が少量混じる程度であ

つた。調査区ないにおいて第 5層までを精査したが、遺構などはまったく検出されな

かった。

トレンチ設定位置図

0   20rrl
四

土層断面模式図

解
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溝之日遺跡

調 査 地 加古川市加古川町溝之日30-4

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 16年 12月 21日 ～平成 16年 12月 27日

調査概要  加古川町溝之日の溝之日遺跡は弥生時代から平安時代の集落跡である。

加古川バイパス建設時に発見されて以来、開発に伴う調査が繰り返されてきた。この

遺跡の範囲内において、個人住宅の建設工事が予定された。加古川市教育委員会は開

発者と協議を行い、開発地内において遺構・遺物の有無を確認する必要から確認調査

を実施することとした。

開発地内にトレンチを 1箇所設定して調査を行った。トレンチの規模は 2.8m×

4.5mで 、調査面積は約 13言である。

基本層序は第 1層現代盛土層、第 2層旧耕作土層、第 3層灰色粘質砂層、第 4層暗

灰色粘質土層、第 5層褐色粘質土層、第 6層灰褐色砂礫層、第 7層灰色砂質土層、第
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8層灰色砂礫層となっていた。表土から
｀80～ 90cm程 度掘削すると、遺構検出面

である第 5層 を検出した。遺構はこの層の上面において検出した。落ち込みが 1およ

びピットが 7基である。

落ち込みは、 トレンチ北端部から検出された。検出長約 2.5m、 検出最大幅約約

lm、 深さ約 20cmで 、全体の形状は不明である。埋土は灰褐色粘質土で、古墳時

代の甕 1個体が出土した。

ピット1は平面形が円形となり、直径約 25cm、 深さ約 32cmで 埋土は暗褐色

粘質土である。弥生時代後期の上器片数点が出土した。これ以外の遺構からは遺物は

出土しなかった。

確認調査の結果、遺構・遺物が確認されたが、表土下 80cm～ 90cmで あるた

め、住宅開発による遺構面の破壊はないものと判断した。

調査区設定位置図 遺構平面図

調査区東壁断面図

澪之口遺訴束工断面隠

①現代盛■層   ◎喀名色お質ゆ
②I口樹士ユ層   Φ暗褐魯ヽ と
0区0お虫砂層  oス掲色お賣エ
0嗜keお貫■旧 ⑭け褐色お貢上
⑤掲色お貫■層  o又饂 土
⑥医褐色砂凛層  ⑭襦色お寅■
0灰色ゆ質主層

鏃鋏層 _12-

4m

落ち込み状遺構

O― ピット1

亀

③
脇
③



今福遺跡

調 査 地 尾上町今福 352_3

調査原因 分譲住宅

調査期間 平成 17年 4月 4日 から 4月 5日

調査概要 今福遺跡は養田川周辺に設定された遺物散布地である。東側には、同じよう

な遺物散布地である尾上遺跡も存在する。今回の調査は、尾上町今福 352-3工 場

跡地において分譲住宅の建設が予定され、住宅建設に先立ち道路の建設が行われる事

となったため、事前に確認調査を実施することとした。

開発地内において、調査区を 1箇所設定して調査を行った.規模は、 2m× 10m

で、面積は20�である.基本層序は第 1層現代盛土層、第 2層現代耕作土層、第 3

層淡黄色混じり灰色シル ト質細砂層、第 4層灰色シル ト質細砂層、第 5層灰色細砂混

じリシル ト層(層厚 1～ 10cm、 亜円礫含む)となっていた。

3か ら5層は灰色の粘質土層で低地性の堆積層である。これらの層はいずれも灰白

色の炭酸鉄の斑文が形成されていた。各層を平面的に調査したが、遺構・遺物ともに

確認されなかった。
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調査区設定位置図 土層断面模式図

現代盛土層

現代耕作土層
淡黄色混lし n灰色ンルト質細砂層
灰色ンルト質細砂層

灰色細砂混じリンルト層
1.8m―

10m

ー
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溝之口遺跡

調 査 地 加古川市加古川町溝之回54番 5

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 17年 4月 6日

調査面積 4∬

調査概要

加古川市加古川町溝之日の水田において、個人住宅 1戸の新築工事が予定され

た。この場所が周知の埋蔵文化財包蔵地である溝之口遺跡の範囲内であったため、

加古川市教育委員会は開発業者と協議を行った。その結果、開発地内において遺

構・遺物の有無を確認する必要があるとの認識から確認調査を実施することとな

った。

開発敷地内に調査区を 1箇所設定して調査を行った。調査区の規模は 2m× 2

mで 4ゴである。基本層序は第 1層現代耕作土層、第 2層黄色粘質土層、第 3層

灰色砂質土層、第 4層灰褐色砂質土層、第 5層灰褐色粘質土層となっていた。

|、

Ⅲ、  |｀く
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遺構は第 5層上面において検出した。検出された遺構は溝 1条、ピット2個で

ある。 溝は検出長約 2m、 幅約 50cm、 深さ約 22cmで 、埋土は暗灰色砂

質土である。遺物は弥生時代中期の甕や壷片、奈良時代甕などが検出された。ピ

ット1は平面楕円形を呈し、西側を溝によって破壊されている。検出長約46c

m× 幅約 43cm、 深さ約 27cmで 埋土は暗灰色砂質土である。埋土中から

が出土した。ピット2は、平面隅丸方形で、約 56cm× 50cm、 深さ約 26

cmで、埋土は暗灰色砂質土である。埋土からは弥生時代中期甕片が出土した。

確認調査の結果、遺構・遺物の存在が確認された。開発は 1戸建て個人住宅で、基

礎工事による破壊は遺構面までは達しない事がわかったため、開発が行われる事とな

った。
遺構平面図

調査区設定位置図

0   4m
中

土層断面模式図

現代耕作土層

黄色粘質土層

‐灰色砂質土層

灰褐色砂質土層

医褐色粘質土層

ピット1

ピット2
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尾上構居跡

調 査 地 加古川市尾上町 331-1

調査原因 個人住宅

調査期間 平成 17年 6月 29日 ・ 30日

調査概要 尾上構居跡は尾上町長田の長田寺付近が遺構と伝えられ、東西約 180m、

南北約 190mが 想定範囲となっている。城は微高地上に営まれたと考えられている。

想定範囲の北側および東側には、現在も水路が残っており、これが掘跡と推測されて

いる。城主としては天正頃三木別所方として羽柴秀吉と戦った加古瀧十郎や尾上丹波

守などが知られている。

今回の調査は、尾上町長田の水田において、個人住宅の建設が予定されたため、

遺構 。遺物の有無を確認するための確認調査を実施したと

開発地内に調査区を 1箇所設定して調査を実施した。調査区の規模は 2m× 4

mで、 8ゴである。基本層序は、第 1層現代耕作土層、第 2層青灰色粘質砂層、

第 3層明青灰色細砂層、第 4層明青灰色粗砂層、第 5層明青灰色砂礫層となって

//｀イタ＼、′′．

沙
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:
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いた。

表土からlmまで掘削しても耕作土から下は砂層～砂礫層の堆積が続いており、

遺物の出土もなく埋蔵文化財は確認されなかった。

尾上構居跡の西側想定範囲には、地形から旧河道が通つていたことが想定され

ている。調査地はこの旧河道の範囲に当っていると考えられる。このことから尾

上構居跡の範囲は調査地まではのびていないのではないかと思われる。

トレンチ設定位置図

土層断面模式図

協1層票代研

“

土層
E2B青際色結質砂層

舶 層明膏灰tattE
第4Ettrketゅ 層

部 層明青RtDほ 層

中
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溝之口遺跡

調 査 地 加古川市加古川町美乃利 484-5他

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 17年 8月 25日

調査面積 4�

調査概要

溝之口遺跡は加古川市加古川町溝之口～美乃利の微高地上に所在する弥生時代

から平安時代の遺跡である。今回、美乃利字鴫才の造成地において個人住宅の建

設が予定された。そのため、加古川市教育委員会は開発業者と協議を行った。そ

の結果、開発地内において遺構・遺物の有無を確認する必要があるため、確認調

査を実施する事となった。

開発地内に調査区を 1箇所設定して調査を実施した。調査区の大きさは 3m×

2.5mで 、 7.5ど の規模であるが、盛土層が深くなったため、壁面を傾斜さ

-19-
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せ調査面では 2m× 2mの規模となった。

基本層序は第 1層現代盛土層、第 2層黒褐色粘質土層、第 3層淡黄色粘質土層、

第 4層黒灰色砂礫層となっていた。第 2層黒褐色粘質土層は、土師器・須恵器の

破片を含んでいたが、遺構は検出されなかった。第 3層上面が遺構検出面である。

遺構は調査区内において、柱穴 2基を検出した。柱穴 1の掘方は平面隅丸方形

を呈し、約 70cm× 70cmの 大きさである。埋土は淡黄色粘質土混じり黒褐

色粘質土である。柱痕は径約 25cmの 円形で深さ約 25cmで ある。遺物は土

師器・須恵器の細片が数点出土した。溝之口遺跡の周辺の調査結果から奈良時代

～平安時代前期頃の柱穴と思われる。

柱穴 2は平面円形を呈し、約半分は柱穴 1によって破壊されている。埋土は淡

黄色粘質土混じり黒褐色粘質土である。

調査区設定位置図 遺構平面図

0        1m

6.5rn―

5.5正l―

現代盛土層

黒褐色粘質土層

淡黄色粘質土層

黒灰色砂礫層
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石守構居跡

調 査 地 神野町石守 931‐ 1、 93い 3

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 18年 2月 10日 ～ 2月 11日

調査概要 石守構居跡は加古川の支流である曇川沿いに立地する城館跡である。

城主中村新五郎重房は三木合戦の時別所長治の家臣であつたが、その後、羽柴秀

吉に従い因幡国攻めで討死したという。石守構居跡の範囲内において 1戸建て住

宅の建替えが予定されたため、開発業者と協議を行い、確認調査を実施すること

とした。

開発地内に調査区を 1箇所設定して調査を実施した。調査区の規模は 2m× 2

mで 4だである。基本層序は第 1層現代套土層、第 2層褐色砂礫層、第 3層灰色

混じり褐色砂礫層、第 4層茶褐色砂礫層となっていた。第 4層が遺構検出面であ

る。遺構は、溝 1条を検出した。検出長約 2m、 幅約 25cm、 深さ約 14c mで 、

北東方向から南西方向に向かってのびていた。埋土は灰色砂質土である。埋土中

には須恵器細片が含まれていた。
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調査区設定位置図 遺構平面図・土層断面図

0   8m
幽

O灰色砂質■
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溝之日遺跡

調 査 地 加古川町溝之口41_2、 41-4

調査原因 個人住宅建設

調査期間 平成 18年 2月 28日 ～ 3月 2日

調査概要  溝之口遺跡は、加古川左岸の沖積地の微高地上に位置する集落跡である。

に加古川バイパス建設時に発見されて以来、加古川市教育委員会による開発に伴う調

査が繰り返されている。今回の調査は、溝之口41-2、 41-4番 地の個人住宅開

発に伴う確認調査である。

開発地内に調査区を一箇所設定して調査を行った。調査区は 2m× 2mで、 4∬の

規模である。基本層序は、第 1層現代盛土層、第 2層旧耕作土層、第 3層浅黄色砂質

土層、第 4層黒褐色粘質土層、第 5層淡黄色粘質土層となっていた。

第 5層が遺構検出面である。確認調査のため、部分的な調査に留まり、遺構の全体

的な広がりまではとらえられていないc検出された遺構は、検出長 2m、 検出最大幅

1,4mで 深さが約 60cmで 、北東から南西方向に延びていた。溝などの一部を検

/

勁

法
〆
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出したものと思われる。

埋土は第 1層褐色粘質土層、第 2層黒色粘質土層の 2層に分けれられる。出土遺物

は少なく、埋土中からは弥生土器の細片などが出土した。遺構面は現在の地表面から

1・ 3m下から検出されたため、開発に支障はないものと判断された。

遺構平面図調査区設定位置図

o    4m
四

土層断面模式図

o                 lrn

第1層税代虫土層

第2層 B好件止層

第9層濃質●摯質土層

色粘質土層

浪貴色枯買上層
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尾上構居跡第 1トレンチ
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ふりがな ふりがな コー ド 】ヒ湘肇 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村

尾上構居跡 尾 上 町 長

田 173他
28210 34°

44′

42″

134°

49′

38″

壬王16。 1.2

0～ 26
174� 分譲住宅

建設

宗佐構居跡 八 幡 町 宗

佐

183‐2

28210 34°

47′

38″

４

′
　

″

３

５

７

１

５

１

H16。 10。

18～ 21
20だ 個人住宅

建設

尾上遺跡 尾 上 町 安

田 574
28210 34°

44′

52″

134°

49′

48″

H16.11.
10-16

100� 分譲住宅

建設

溝之口遺跡 加 古 川 町

溝 之 日

30‐ 4

28210 34°

45′

56″

134°

50′

54″

H16.12.
21～ 27

13� 個人住宅

今福遺跡 尾 上 町 今

福 352‐ 3

28210 34°

45 
′

2″

134°

49′

27″

I117.4.4

～ 5
20面 分譲住宅

溝之口遺跡 加 古 川 町

溝 之 日

54‐ 5

28210 34°

45′

53″

４

′
　

″

３

０

３

１

５

５

I117.4.6 4� 分譲住宅

尾上構居跡 尾 上 町 長

圧1331‐ 1

28210 34

44′

45″

４

′
　

″

３

９

２

１

４

２

H17.6.2
9～ 30

8� 個人住宅

溝之口遺跡 加 古 川 町

美 乃 利
484‐ 5他

28210 34°

46′

3″

134°

51′

6″

I117.8。 2

5
4� 個人住宅

石守構居跡 神 野 町 石

守 931・ 1他

28210 34°

46′

51″

134°

52′

19″

I118。 2.1

0～ 11
4� 個人住宅

溝之口遺跡 加 古 川 町

溝 之 口

41‐ 2イ也

28210 34°

45′

55″

134°

50′

59″

I118.2.2

8～ 3。2
4� 個人住宅
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